
土を積んだ壁をもつ土蔵

　土蔵は一般に木造軸組構法で土を塗り重ねて壁体
を構成するが、一部の地域では土を積み上げた壁を
もつ土蔵もある。写真１は山口県の例であるが、室
内側は真壁である通常の木造の土蔵と異なり、室内
側から見ても柱が一本もなく、土を積み上げた壁体
が屋根構造を支持している。地震の多い我が国にお
いて、土という脆弱な材料を積み上げた壁が構造体
として機能し、しかも100年程度の時を刻んでいる。
　外観は見慣れない異様さを放っている。500～600
㎜のピッチで水平に走るラインは、湿った土を積む
と自重で垂れ下がるためにある程度の高さで乾燥工
程を挟んだ跡であり、通常の塗り付け工法では出来
得ない。深いシワのように刻まれた凸凹は、恐らく
施工時に積まれた土の単位と、その乾燥収縮、そし
て長年の風雨により醸成されたと思われるが、やは
り塗り付け工法では出来ない痕跡である。壁厚は
400㎜以上ある。分厚い土壁が、木材の力を借りず
に地に足を付けて切り立つ姿をみて、底知れぬ深い
何かが隠されているような感覚を覚えた。

海外の土の建築

　海外ではこうした土を積んだ建築は決して珍しい
ものではない。世界中の土の建築には図１１）のよう
な土の使用方法があるが、12の大分類のうち少なく
とも６種類が積み上げ工法である（図１の５～７は
土を積み上げる方法、４, ５, ８, ９は主として積み
上げて用いるユニットの作製方法である）。例えば
５のように、型枠内に特段成形しない湿り気のある
土を突き固めてつくった壁が版築、８のように、可
塑性のある土を成形したユニットを天日干しなどに
より乾燥させて積み上げたものは日干しレンガ積み

である。海外には高層で規模が大きく、しかも土が
構造体となる重厚な版築や日干しレンガ積みの建築

（写真２）が多数あり、日本では版築の土塀はあっ
ても内部空間を有する建築はほとんどない。
　そして版築や日干しレンガ積みとは異なり、積み
上げユニットの成形と建築施工のいずれにも型枠を
用いずにつくることのできる原始的な方法として、
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図１の６のように直接形作る方法や、７のように団
子状の土を積み上げていく方法もある。日本語では
練り土積みや、土団子積みなどと呼ばれている。日
干しレンガは紀元前9500年～6000年頃にシリアやロ
シアで、版築のように突き固める技術は紀元前5000
年頃にはアッシリアで出現しているが２）３）、練り土
積みや土団子積みの歴史はさらに遡るといわれ、人
間の身一つあればつくることができるゆえに、悠久
の時を超えてきた方法なのである。

日本の土積み建築を調べる意味

　土がどこでも入手可能な資源であったことは日本
でも変わりはないが、日本で土を積んだ建築が珍し
いのは、木材などの植物材料が容易に入手でき、し
かも地震多発地域で降雨量が多いことが主な理由と
考えられる。主体構造として用いる合理的な理由が
なく、土を積む構法は根付かなかった。
　ところが、ある特定の用途や、木材資源を自由に
使えなかった事情などを抱えた地域では、版築や日
干しレンガ積みには至らずとも、近隣で入手可能な
材料を用いて特別な技術を要さずともつくることが
できる利点を活かし、練り土積みや土団子積みが建
築に用いられてきたのである。積み上げに適した大
きさの石が入手できる地域では土とともに石も積ま
れ、こうした例も含めれば、奈良県、兵庫県、岡山
県、広島県、大分県、佐賀県の小屋、そして先に紹
介した山口県や福岡県には土蔵に用いられる例があ
る。土や石を積む壁は主屋ではなく小屋や蔵などの
付属屋に用いられ、その用途は農業用が多く、地域
の生業や暮らしと密接に関係している。残念ながら

近年では生業や暮らし方の変化によって既に役割を
終えたものが多く、静かにその場で大地に還ろうと
しているのが現状である。
　６年前から、日本の練り土積みや土団子積みの建
築を調べている。過去の終わりかけた技術であるこ
の工法を追うことは、１万年以上も前から人類がつ
くり始めた行為が条件の厳しい気候風土である日本
で細々と営まれてきた最後の証をつかみ取るような
作業である。これだけの長いタイムスパンを包含す
る工法には、地域の素材を使って必要な機能を実現
するつくり方や、長らく維持してきた持続可能な建
築の方法など、今後の建築を考えるヒントも隠され
ている。そして人が手でつくる行為がそのまま建築
の形として表れる、身体性をもった土という素材の
原点を探る旅のようなものである。

奈良県の塀や小屋

　最初に調べたのは書籍４）でも紹介されている奈良
県の古道・山の辺の道周辺に点在する塀や小屋であ
る（写真３）注）。この地域にはかつてのミカン農家が、
秋から冬にかけて収穫したミカンを春先まで保管す
るための保管庫として使用された小屋が幾つも残っ
ている（図２がその例）。天井は土を被せた大和天
井であり、分厚い土積み壁と土天井に囲われた空間
がミカンの保管に適した安定した室内環境を実現し
ていたと思われる。壁は土積み壁を主体として一部
に小舞土壁が併用される場合が多く、土積み壁の上
部に小舞土壁を設ける場合（図２左）や、一面の壁
を小舞土壁とする場合（図２右）があった。前者は
土を積む高さの抑制を意図したものと考えられる。
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また、両者とも開口部は小舞土壁の部分に設けられ
ており、小舞土壁の併用により開口部がつくり難い
土積み壁の欠点が補われている。
　ミカンの保管庫以外にも農機具置き場として密閉
性のない小規模な小屋や、塀も多数見つかっており、
周辺地域では土を積む工法が多様な付属屋の選択肢
にあった様子が伺えた。
　土積み壁を観察すると、写真３のように土団子の
形状が確認できるが周囲の土団子との馴染みが感じ
られる場合と、土団子の形状が判別しにくく山口県
の例のように水平ラインのある場合とがあった。両
者で積み上げの際の土団子の含水状態が異なると考
えられるが、いずれの場合も日干しレンガのように
完全に乾燥させたのではなく半乾燥状態、あるいは
湿潤状態のまま積んだ様子が伺えた。現地での聞取
りでは、土団子はネコやマクラと呼ばれ、箱状の枠
に入れて成形した場合もあり、さらに積む際には高
さ２尺ほどの型枠を用いて土団子を入れては型枠を
引き上げるような施工方法も数件で確認できた。い
わゆる版築や日干しレンガ積みと共通する要素はあ

るものの異なる施工方法が確認できた。
　土積み壁に用いられた材料は、土塗り壁の場合と
異なり、多くのケースで意図的に藁を混入した様子
はなかった。壁の崩落箇所から土を採取できた５サ
ンプルについて材料物性を調べた６）７）ところ、土の
粒度（図３）は、粘土、シルト、砂、礫がバランス
よく含まれていた。文献８）には、類似する土の使用
方法として日干しレンガや圧縮成形ブロックに適し
た粒度の範囲が示されている。日干しレンガは一般
に、比較的細粒な土を用いてひび割れ防止のために
藁などの繊維を混入するが、圧縮成形ブロックは、
繊維は加えずに中粒の土を用いる。奈良県のサンプ
ルは、日干しレンガに適した範囲よりも粗く、圧縮
成形ブロックに適した範囲と合致していた。今回調
べた５サンプルにはいずれも藁が混入しておらず、
乾燥に伴う体積変化を考えれば粗めの粒度が適して
いたと考えられる。奈良県山の辺の道周辺で土を積
む工法が選択されたのは、積む工法に適した土が採
取できたことも一因であったかもしれない。

【注】奈良県山の辺の道周辺の調査は、中村航先生（足利大
学）、村本真先生（京都工芸繊維大学）、畑中久美子先生（岐
阜女子市立短期大学）とともに行い、論文５）としてまと
めている。
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